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衣服の着替え！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
－　出来るだけ自分の力で・・・　－
衣服の着替え！！
２００２年２月１日　掲載

　私は、勿論、衣服の着替えは、自分の力でやっています。骨折したときは、パジャマなどの着替えは、 看護婦さんにやってもらいましたが、ベットのそばで立ちあがることができるようになると、パジャマの 着替えは、看護婦さんの見守るもとで、自分でやりました。
　私は、十年前に脳出血で半田病院に入院しました。その時に、前開きのシャツを自分で着ることの訓練を しました。それで、骨折する前は、着替えは自分でやっていました。勿論、被りのシャツも着ることが 出来るようになっていました。
　半田病院の整形外科の看護婦さんの中には、右半身麻痺かある私が、看護婦さんの助けがないのに、 着替えすることにびっくりしている人もありました

　衣服には、ファスナー付きの上着がたくさんあります。この上着は、左手一本では、ファスナーを閉める ことが出来ません。普通は、不自由でも両手を使うことが必要です。私は、ファスナー付きの上着も着てい ます。発想の転換で着ることができたのです。それは、「被りシャツ」を着る要領 で着るのです。着る前に ファスナーを３分の１くらい閉めて(自分でやると時間がものすごくかかるから、家内にやってもらいます) やると、「被りシャツ」と同じようにできます。脱ぐときは、ファスナーを３分の２くらい開けて、 「被りシャツ」の要領で脱ぎます。
　衣服の脱着には、時間がかかります。現在、左足の機能は、骨折する前の状態には戻っていませんから、 下着の脱着に時間がかかるようになりました。しかし、左足を上げている時間が少し長くなってきましたから、 助かっています。
















第１回「門」の改造！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
－　バリアーフリーの自宅の改造・・・　－
第１回　　「門」の改造！！ 
２００２年３月９日　掲載
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　私は、昨年の９月１７日に、左足の大腿骨の骨頭の骨折をしました。右足は、脳出血の 後遺症で麻痺がありました。今回は、左足の骨折をしましたから、また、歩くことが出来るが心配しました。 
　家内は、病院の先生から、「車椅子の生活になるかも知れない」と言われましたと言う事です。そこで、 家内の発案で、車椅子の生活を想定しての自宅の改造に取りかかりました。

　私の家は、道より、低い所に立っていました。

（別件ですが・・・バリアーフリーにするとき、雨が家に流れ込んでくるという大変な問題がありました。家内は、 役場に行って、側溝を作って下さいということをお願いしたが、門前払いという状態でした。困っていたら、 以前の区長さんが、家内の困っていることを知り、役場に、障害者がバリアーフリーの改造をするのに絶対 必要なことであるということを言い、強行に、道の真中に側溝を作ることができたのです。）

　家が道から、少し低い所にあったから、家の門から、玄関に行くのに、２段の階段か ありました。だから、車椅子が自分では、絶対通行ができないのです。介護者の力を借りても、通行が困難で した。もう一つ、玄関は、ドアでしたので、車椅子では、開け閉めが困難でした。
　従来の門は、もう少し東のあり、道が坂になっていた所にありました。だから、車椅子が傾き、悪くすると 坂を転げ落ちることも考えられるので、少し西側に移しました。従来の門は、取り壊して、新規の門をつけま した。折角門を新しくするなら、門の形式も、引き戸にしました。家内の意見で、レールが無い引き戸にしま した。

　家内は、この門には、不満を持っています。それは、開口部が思ったより狭くなったということ、 リモコンでの開閉が出来る門にしたいと思っていたのです。
　開口部の問題は、工事者がポストの問題を見落としてしたことが、問題です。工事がすんだとき、車椅子や電動三輪車で通れることを確認しました。それで、 このことは、一応、やり直しはしないで済んでいます。
　もう一つの、リモコンで開閉する門の問題は、始めから意見が一致しないということで、リモコンで開閉 する門はね取りつけなかったのです。工事者の言うことには、リモコンの門は、故障した場合に困るという ことです。万一、故障した場合の対策として、常時点検する業者に頼むことが必要だということでした。
　どこまで、障害者に便利なようにするかは、お金の問題もあります。リモコンの門も、その通りですね。 マンションのように、多数の人が利用する建物なら、個人にかかるお金も対した額にならないが、個人の家 では、問題です。
















第２回　　玄関の扉を引き戸に！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
－　バリアーフリーの自宅の改造・・・　－
第２回　　玄関の扉を引き戸に！！ 
２００２年４月６日　掲載
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３枚引き戸 
　今までは、玄関の「土間」と「あがりかまち（廊下）」の段差が１５㎝ほどありました。 これでは、バリアーフリーにはならないので、玄関の扉を交換しなくてはなりまんでした。家内は、病院の 先生から、私が「車椅子の生活になるかもしれない」と言われていましたから、そのことに対応するように、 それまでは、玄関の扉はドア‐でありましたが、「引き戸」に交換するようにしました。折角「引き戸」に するなら、「３枚引き戸」にすることにしました。「３枚引き戸」は、特注品でした。車椅子でも、 楽に通ることができるように、「３枚引き戸」にしたわけです。普通の引き戸は、２枚ですので、開口部の 広さは、８５㎝くらいですが、３枚にすると、１1０㎝くらいです。
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「あかりかまち」と「土間」の段差

　玄関の「土間」を、約１５㎝かさあげするしましたから、門のから玄関までの勾配をゆるくしてあります。 以前は、門から玄関の段差は、階段が２段でした。新しい門から玄関のところまでは、以前の階段１段分 くらいになりました。玄関の「あがりかまち」と「土間」の段差は、無くすこともできましたが、 １㎝くらいの段差にして、「土間」と「あかのかまち」との区別をつけています。
　この「１㎝」は、自分力で車椅子を通すことができる限界です。もっとも、両手が使える人は、もう少し 段差かあっても通ることができるかもしりませんが、私のように片手・片足の物では、「1㎝」が限度です。
　土間をかさあげしたことで、車椅子で外から部屋への移動ができるようになりました。（現在は、 ごく少しくらいなら、装具をつけて、杖をつくことで、歩けますので、家では、車椅子は、使用していません。）
















第３回　和室を居室に！！







第３回　　和室を居室に！！ 　　　　　　　　
2002年５月３日　掲載

　骨折する以前は、一段下がった「洋間」が、私の「居室」でありました。この部屋に行くためには、 約３０㎝くらい(階段２段)の段差があります。
　始めは、その段差を解消するため、「洋間」のかさあげを考えていましたが、建物を自体を「かさあげ」 するには、相当な手間とお金がかかるから、やめにしました。
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　その代わり、玄関の東にある「和室」を改造することにしました。亡くなって母か使っていた部屋で、 今は空き部屋である４畳半と６畳の和室と広縁・廊下を改造することにしました。既設の浴室やトイレでは、 狭いので、車椅子では、利用が出来ないのです。（私の生活が、車椅子での生活になるという状況での改造） それで、４畳半の部屋を「トイレ」と「居室へ行く廊下」にしました。「浴室」は、４畳半の部屋の廊下 を無くして、作ることにしました。
　「居室」は、「広縁」を一体化して、ベットのスペースを十分とるように考えました。それから、 居室には、一部床暖房を取り入れることにした。

　工事は、既にすんでいますが、次回は、出来あがった様子などを書きます。


















第４回　つり戸を使って！！







第４回　　つり戸を使って！！ 
2002年6月３日　掲載
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　４畳半を改造した新設の廊下と居室との境の「戸」です。先回の既設の廊下と新設の廊下との境の戸と 比べて、横幅が広くなっていることが分かると思います。両者は、同じ大きさの戸をつけています
　この戸は、改造するために特注した物です。最近の日本家屋でも、戸の立て幅が２メートルくらいの物が 一般的になったと言うことでした。私の家では、高さが1.8メートルくらいです。従来の日本家屋では、 標準の高さです。そこで、市販品は、取り付けることができないからです。
　家内は、戸は、住宅展示場で見た「吊り下げる形式」を切実に望んでいました。大工は、「吊り下げる 形式」の戸をはめるのが始めてで、始めは渋っていましたが、「吊り下げる形式」の戸の金具だけを売る店 があり、私の家のサイズに合う戸を特注に応じました。だから、下には、敷居は、無く、フラット（下の写真 参照）です。
　　また、「明り取りの部分」を大きくとっていますが、これも家内の希望です。これも、特注になった 理由です。 「明り取り」は、「ガラス」では無く、「プラスチックス」を使用しています。安全を考えて「プラスチックス 」を使用しています。
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　下の敷居が無くなってことで、「バリアーフリー」を実現させました。ただ一つ問題が生じています。 この戸は、「バネの力」で自動的に閉まるのです。家内は、住宅展示場で、この機能かあることを知り、 是非、この機能付きの「吊り下げ金具」を使って、特注をするということ願いました。家内の希望は取り 入れられています。開けるときは、自分の力で開けますが、閉めるときは、前述の通り自動的に閉めて くれます。
　自動的に閉まることを防ぐのには、戸を完全に開いてしまうことが必要です。私の場合は、歩行速度が 大変遅いので、戸を完全に開くことが必要になります。その場合に、「戸の幅が広い」ので苦労します。 この自動的に閉まることは、健常者の発想で、身障者には、あまり当てはまることではないと思います。 機能は、障害の程度によって考えないといけないと思います。どこでも開けておくことが出来て、閉める 時は、小さな力で完全に閉まるような物が出来るとよいのですが。電動の戸では、あると思いますが、 「バネの力」で動く戸を実現する物は無いと思います。

　この次は、浴室に関してかきます。
















第５回　浴室の新設！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
－　バリアーフリーの自宅の改造・・・　－
第５回　　浴室の新設！！ 
2002年７月２日　掲載
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 　今までの浴室は、段差があり、狭かったので、浴室を新設することになりました。車椅子で浴室に いけるように、３枚戸にしてあります。今は、洗濯機などを置いている場所（写真の左側）が、 車椅子の生活になったら、着替えよる場所にする予定です。

　この浴室の最大の特徴は、洗い場を、段差をなくした「すのこ」にしている ことです。普通は、タイルなどで作ることが多いのですが、そうすると、洗い場のタイルなどが、 「つめたく」なってしまいます。「木の　すのこ」であれば、そういうことが無くなるとおもったから です。寒い季節の浴室での事故が多いということですから、「すのこ」を 使ったのです。
　それだけでは、寒い季節の対応は、不十分ですから、「浴室暖房」も設置してあります。せっかく 「浴室暖房」を設置してあっても、「温風暖房」では、入浴中に風が当たって、 「寒い」ということをヘルパーさんに聞いていましたから、「温風暖房」にはしませんでした。 それで、家内と大工さんが、色々探してみた結果、「遠赤外線による浴室暖房」 があると知って、それを取り入れています。
　浴室は、２月より使用していますが、「遠赤外線による浴室暖房」は、便利でした。予め「予備暖房」を ４０分くらいかけると、浴室の温度が２０度くらいになり、その後、「入浴中暖房」を使いましが、大変 調子が良かったです。
　この装置には、洗濯物を乾燥することも出来るのですが、まだ、一度も使ってはいません。恐らく、 洗濯物の乾燥には、電気代が相当かかると思います。
　着替えの場所は、洗面所と同じ場所にしました。そこには、電気ストーブで暖房することにしました。 始めは、ここにも、床暖房をすることも考えましたが、費用の点で無理があるから、電気ストーブを 使うことにしました。古い浴室でも、電気ストーブを使っていたこともあり、電気ストーブを使用する ことにしました。
　尚、浴室も「床暖房」が出来る設備があると聞いて、大工さんにカタログを取り寄せて、検討してもらい ましたが、まだ、耐用年数が短い（メーカーの無料補償期間は、一般の家電製品と同じ２ヵ年）のと、 設備費用がものすごく高いので、やめにしました。
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 　浴槽は、洗い場からの高さが、３８㎝にしてもらっています。そして、幅２５㎝の腰を掛ける場所を 作っています。私は、右半身麻痺だあるので、いったん、腰を掛ける場所に座ってから、浴槽に入って います。腰を掛ける場所の高さは、４０㎝にしてあります。（腰かける場所だけでは、危険があるので、 木製の腰掛けも使っています。この腰掛けが４０㎝にしています。）浴槽の高さが３８㎝にしたから、 ２センチ高くしています。この２センチは、足の出し入れが楽に出来、良かったと思います。（右足は、 手で持って出し入れをします）
　失敗していることもあります。それは、浴槽がセミ洋式であったことです。深さは、丁度良かったの ですが、セミ洋式の浴槽とは、家内も気がつきませんでした。それで、浴槽内に「手を置く場所」が設置 されており、その間に、斜めになった「背もたれ」も付いていました。このことが、私に取って、邪魔に なります。私は、「背もたれ」に体をゆったりとして、足を伸ばして入浴することが出来ないのです。 そんなことをすると、「手摺」を持っても、立ちあがれなくあり、浴槽から出られなくなるのです。 古い浴槽は、縁が９０度ですから、背中を縁にして、立ちあがることが楽にできましたが、新しい浴槽は、 それが出来ないので、立ちあがることが、やや困難です。
















第６回　　まとめ！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
－　バリアーフリーの自宅の改造・・・　－
第６回　　まとめ！！ 
2002年８月１日　掲載

　前回の「浴室」に関係したことですが、最近の浴槽用蛇口は、便利です。新設した浴室には、 深夜電力を使った電気湯沸器を取りつけました。それで、浴槽に湯をはるとき、浴槽用蛇口の「湯の分量」 と「湯の温度」の調節機能が便利でした。それまでの浴槽では、湯と水を調節は、湯をはるとき、自分で いちいち調節しなくてはなりませんでした。湯の分量も、自分で止めなくてはなりませんでした。 その点で、新しい蛇口は、とても便利です。

　居室のことは、床暖房を設置していることは、書きましが、その他のことはも書いていません。 当然、段差は、皆無にしています。ミニキッチンの前には、水が跳ねとりするといけないと、家内がいい、 マットがしいていますが、しばしば、つまずきそうになります。ぞから、ミニキッチンの前を通るときには、 「つまずき」に気をつけて通ります。私は、右足の感覚が鈍いので、右足の位置を確認しながら歩行して います。折角、段差が無いよう改造したのですから、マットの使用がなくなればと思います。しかし、 掃除のことも考えなくていけませんから・・・・
　当然、「エアコン」も設置してあります。毎日暑い日が続くので、「エアコン」のお世話になってい ます。「エアコン」も２００ボルトの物を取りつけています。

　まだまだ、書かなければいけないことがあると思いますが、「バリアーフリーの自宅の改造」 についての記述を終わりにします。
















歩きが少し悪化！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
歩きが少し悪化！！
２００３年１０月1日　掲載

　私の病状に少し変化がありました。骨折で入院して、退院したときと比べて、歩行状態が 悪くなったのです。
　骨折する前から、右足の疼痛がありました。それが、少し、ひどくなったように感じます。以前は、 歩いて武豊の「ユニー」へ行くことも出来たのです。しかし、脳梗塞が起きて再入院することになりました。 それで、歩行距離と歩行速度が悪くなりました。だから、退院してから、「電動三輪車」を買いました。 介護保険制度が実施される前のことです。
　電動三輪車は、大変便利で、行動半径が広がりました。時には、半田市の「カーマ」に行くことも 出来ました。しかし、自分の足を使うことが少なくなってきました。

　まてまて、骨折で入院して、歩くことが出来なくなってしまいました。もう一回、歩行訓練をやり直しを することが必要になりました。２箇所の病院で約３ヶ月の訓練を要しました。それで、何とか、数百 メートルくらい歩けるようになりました。
　病院にいる間は、自由時間に、廊下の手摺りを持って、立てあがり交互に足に体重をかける訓練や 出来るだけ歩幅を大きくするための練習をしていました。しまいには、手摺りを持たないで、数メートル、 杖をつかないで歩くことが出来るようになりました。勿論、すぐに手摺りを持てるようにして訓練して いました。
　しかし、自分の家では、手摺りは無いのです。たとえ、手摺りを設けも、病院と比べて、非常に短い 手摺りしか取り付けることができません。だから、家では、手摺りを使っての歩行訓練は出来ませんでした。 これが、歩行の状態が悪くなった一つの原因だろうと思います。
　右足(麻痺がある)の疼痛が酷くなり、歩くと痛みが酷くなって、歩くことを出来るだけさけようとする私の気持ちが あることも、もう一つの原因です。だぶん、こちらが、主(しゅ)の原因だろうと思います。
　以前は、座っている時は、右足の疼痛は感じられないことが多いのですが、最近では、座っている時も、 少しの疼痛があります。
　左足は、疼痛は無いのですが、骨折してからは、膝の下の裏の部分に、時として、痛みが走るように なりました。このことは、常時ではなく、突然痛くなることがあるのです。このことも、原因の一つです。
　左足の痛みは、歩幅を大きくとれば、感じないことが多いのです。しかし、歩く時は、始は 歩幅が小さいので、痛みを感じることが多いのです。
　現在の歩行距離は、数十メートルです。外来で病院に行く時、車から降り て病院の待合室に行く距離です。家の中で歩く距離は、十メートルくらいのものです。自分の部屋から 食堂(?)行く距離です。

　これからは、気候が良くなってくるので、外での訓練をしようと思っています。車道と歩道の境とうに 手摺状の柵があるところがありますので、そこで訓練することを考えています。実際に出来るどうか、 自信はないのですが・・・
















やっかいな失語症！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
やっかいな失語症！！
2003年1月１日　掲載

　前に書いたようだが、失語症は、やっかいです。
　失語症と書いても、人によって差がものずごく違います。私の場合は、主に、「発語障害」という診断 です。頭で考えたことを、言葉で表現することの障害がです。
　書き言葉なら、意志の疎通ができます。だから、ホームページの更新も、自分の力でしています。ただし、 キーボードの打ち間違いが多くあります。結果では、普通の人と変わり無くみえると思いますが、実際は、 打ち間違いは多くあります。打ち間違いをなるべく少なくするようにするため、文節ごとに切って入力して います。それでも、実際に打ち字を間違いがあります。それの対処法は、文節の１字１字を小さく声に 出して打つことをしています。特に、「で」と「だ」、「さ」と「せ」、「ょ」と「ゅ」などが間違いが 多いのです。時には、言葉で表現する１字がどこにあるか分からなくなることもあります。そのときの 状態で違いますが、失語症はやっかいな物です。
　「武豊の野草」をホームページに掲載していたとき、花の名前が出てこなくて困ったこともしばしばあり ました。普段使う物の名前が、出てこなくなることもあります。１度で出てくるときもあります。失語症は 、この点でも、やっかいな物です。
　私は、「発語障害」が主と診断ですと前に書いたが、かろうじて、言葉で表現できても、 言い方が、普通の人とは、違い、「おこった」ような表現になることが多くあります。それで、家内は、 「怒った言い方はやめて・・・」とすぐに言います。だから、言葉の表現は、やめにすることが多いのです。 この点でも、失語症は、やっかいな物です。
　最近のテレビの報道では、失語症を克服して、普通に話すことが出来たという人がありました。しかし、 人によって「失語症」は、さまざまということがあるとことです。だから、報道では、報道されている人の 場合に限ってのことを強調しることが重要なことと思います。家内は、報道を卯のみしており、良い番組と の評価していました。しかし、テレビに出演していた人は、「装具」を付けていない人でした。それで、 麻痺が軽い人だと分かりました。失語症は、それぞれの人の症状があるということを付け加えておきたいと 思います。
　家内は、テレビや本では、分かっているとして、「失語症は、一人一人で違いがある」ことを理解してい ないと思います。私が、黙っていると「私とは、話がしたくない・・・」と言うし、たまに話すと「怒った ような言い方をする・・・」と言います。それで、話をするということは、ほとんど無い現状です。その代 わり、書き言葉を使っています。年賀状支援も、「書き言葉」を使う一環です。ホームページもしかりです。

　失語症は、周りの人にも、厄介な物です。失語症にかかっている人の状態を、しっかり捉えることが肝心 です。特に、報道する立場の人には、安易に一般化することは、厳禁です。 　 

















「下」は、まあまあ、「左右」は、まだまだ！！







「下」は、まあまあ、「左右」は、まだまだ！！
2003年３月１日　掲載

　表題が、何のことを書いているか分かりましが。多分、これだけでは、何のことだか分かりませんね。
　「下」が、「下半身」のことを書いてあるというと、多少分かりますか。 「左右」は、 「右（左）半身麻痺」ということです。もう分かりましたね。
　「下半身麻痺」の人には、其れなりの対策が設けられて、「右（左）半身麻痺」の人に対する対策は、 まだまだという対応だと思います。
　車椅子を例にとると、「片半身麻痺」の人のことは、ほとんど考えていないと思います。 「片半身麻痺」の人は、「下半身麻痺」の人のために作られた「車椅子」を使うことを余儀されています。 片足と片手で動かすような「車椅子」は、見たことがありません。ただ、普通の物でも使うことが出来る ので、そう不便はありませんが・・・

　テレビを見ていると、障害者がスキーをしている人がありました。スキーに乗るときは、介護者が援助 していましたが、後は、自分の力でスキーをしている様子が写されていました。
　障害者のチィヤースキー(?)です。私は、病気になる前も、スキーはしていませんから、羨ましいとは、 思いませんでした。しかし、たとえ私が兆戦したくても出来ないことがはっきりと映像に写し出せれて いました。それは、両手にストックを持ってスキーをしていることでした。 私は、「右半身麻痺」ですから、チィヤースキーを両手でストックを持ってスキーの操作が出来ません。
　そのほかの運動ですと、障害者バスケット、障害者マラソンを見たことがあります。 いずれも障害者用の特別なルールがあり、その為の「車椅子」が用意されていました。しかし、いずれも、 両手で操作する物でした。障害者マラソン用の物は、両手の力がうまくかかるように工夫されていました。 当然、片半身麻痺の私が動かすことは出来ないと思いました。
　障害者の国際的な大会にパラリンピックがあります。その中の種目も、「片身麻痺」の人が出る競技は ありませんですね。義足を使っている人の「高飛び」もありました。確かに、感動しました。
　水泳でも、片半身麻痺の人は、見かけられないですね。片半身麻痺は、片半身が麻痺しているから、 自分の意思と違う動きをすることがあり、水泳は、危険だと思いますが、競技としないで、介護者に 助けてなら出来ることもあると思います。

　一般生活のことでも、片半身麻痺の人のことを考えていることは、ほとんど無い状況でとも思います。
　私がホームページに書いた「爪きり」の問題もそうです。私の場合、右半身麻痺ですから、右手の爪は 切ることが出来ないのです。その為に、私は、左足で右手の爪を切る「爪きり」を自作しています。それは、 市販の市販の「爪きり」を蒲鉾の板に固定した物です。片手で「爪きり」が出来る道具は、当地方では、 全く見かけません。従って、一般の片麻痺の障害者は、「爪きり」は、介護者にやってもらうことが必要 ですが、自分の力でやることが出来たら、自立を助けることたと思います。
　私は、「切り絵」「三角折り紙」をしていますが、切るとき、紙が動いては、出来ません。そのため、私は、 家内が使っていた望遠鏡の錘などを使っています。しかし、手で「押さえる」 力は、相当なもので、小さな錘では、動いてしまいます。片手で、神を切る簡単な道具があると便利ですが、 当地方では、全くありません。

　片半身が使えないための道具は、まだまだ、非常に少ないと思います。下半身が不自由な人も大変ですが、 片半身麻痺の私には、まだまだ少なすぎる道具が あると・・・・・


















「下」は、まあまあ、「左右」は、まだ,まだ（続き） ！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
「下」は、まあまあ、「左右」は、まだ,まだ（続き） ！！
２００３年４月１２日　掲載

　私は、脳出血の後遺症として、右半身麻痺と失語症があります。「左右」の障害がある人のことは、 まだまだと、前回書きましたが、いかがでしたか。

　色々な道具には、左手だけで操作することを考慮してある物がほとんどありません。 「小刀」は、昔から、「左利き用」が作られています。かって、教員をしたときには、図工の備品として 「左利き用」小刀を購入して活用したことがあります。しかし、この小刀の例は、例外と考えられます。 ほとんどの道具は、左で操作することは考えていないと思います。

　カメラやビデオカメラもそうです。最近のビデオカメラは、小型になり、片手で操作できるような物も 増えてきましたが、しかし、いずれも「右手」で操作することを前提に作られています。画像モニターが、 左に開く用になっているので、私のように「左手」で操作することが必要な者には、画像モニターが隠れて しまうので、残念ですが、ビデオカメラは、使えません。
　デジタルカメラも、右手で操作することが前提ですが、私の場合、デジタルカメラを抱えて持つ形で持ち、 辛うじてシャター操作ができるので使っています。

　しかし、最近では、左手で操作することができる物も、少しあります。私が使っている「電動三輪車」が そうです。「電動三輪車」は、もともとは、「右手用」の発進レバーが着いていますが、「左手用」の レバーもオプションで付けることが出来るようになっていました。私も、販売店で、左手用のレバーを 取り付けてもらって、使用しています。

　道具ではありませんが、「靴」でも、左足用と右足用を別々に注文することが出来る物が、最近出来て います。私は、右足に装具を着けていますので、右足の靴は、少し大きくする必要かせあります。今までは、 左右同じ物ですが、少し大きい物を買って、無理して履いていました。
あるテレビの報道によると、ウォーキングが盛んになり、左右同じ大きさの靴では、足を傷めることが あるようです。それで、靴専門店では、そういう人の為に、左右別々の靴を選んで買う事もできるという ことです。
　私の場合、介護保健事業所ので買う事が出来ました。ケアマネージャーの人の紹介で、介護保健関連の 業者に、家まで来て、実際に履いてみて、買う事ができました。

　右手でも左手でも使うことが出来る道具も多いのですが、左手では利用出 来ない物もありますが、 右手の操作を前提している物も、右手でも左手でも操作が出来る物に改良 してもらったら・・・・と思います。
















 パソコンを買い換えた！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
パソコンを買い換えた！！
２００３年５月１１日　掲載

　今回の話題は、「パソコンを買い換えた」と言う話題にします。
　私が今まで使っていたパソコンは、「Windows 98」の初期の物でした。それで、プログラムの起動や 操作にかかる時間がかかります。そこで、思い切って、最近のパソコンを購入しました。今まで使って いたパソコンが富士通のFMVの物であったので、同じ会社の「FMV-CE21C」という物を買いました。 「Windows XP」になりました。クロックは1.74GHzの物になりました。色々な面で、今までのパソコンと 比べて、時間が短縮されました。
　私は、電話回線のメール送受信をやっていますが、今までのパソコンと比べて相当早くなったと感じて います。
　最も便利になったことは、「CD-R」が簡単な操作で作ることが出来ることです。私は、特殊学級用の ソフト（現在は、物語の漢字の読み方と筆順を習うソフトだけ）を作っていますが、フロッピーディスク では、一つのソフトで２から３枚になる物のあります。その点で、「CD-R」が簡単に作ることが出来る ことは、便利です。
　また、家内がデジタルカメラの写真の保存を考えていますが、その点でも、便利です。

　だだし、「Windows XP」で不便になったこともあります。
　私は、ホームページの公開していますが、ウイルス関連で、ややこしいことがあります。パソコンの付属 のソフトには、数通のプロバイダーに契約するソフトがついています。しかし、私の場合、地元の プロバイダーを使っています。メールもそのプロバイダーを使っています。
その場合、メールの添付ファイルを送れないなどの問題がありました。問題は、「ウイルス」対策のだった のです。パソコンの付属の「ウイルス」に関するソフトを削除したら、解決しました。しかし、 「ウイルス対策」は、重要ですから、新しく「ウイルス対策」のソフトを購入しています。今までの パソコンには、「ウイルスバスター」を使っていましたから、「ウイルスバスター2003」を購入しました。

　パソコンの付属のプロバイダーに契約すれば、そういうことがなかったかと思います？？・・
もう一つ、余分の機能がついています。それは、何かの操作を間違えた場合、一々、『「エラー」を富士通の インターネットに繋いで報告しますか？』というメッセージが出ることです。私は、富士通のインターネット には、繋がないようにしています。インターネットに繋ぐときは、私の場合は、電話を使っていますから 有料です。
　エラーがあっても、ユーザーの責任で対処すればよいと思います。一々、インターネットを繋ぎ、メーカー に報告することは必要ないと思います。

　いくつかの問題点がありますが、新しいパソコンに買い換えたことは、便利になったと思います。
















特殊学級用教育用ソフトの見直し！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
特殊学級用教育用ソフトの見直し！！
２００３年６月５日　掲載

　前回に、「パソコンを買い換えた」と言う事を書きました。それに伴い、 古いパソコンで作った「特殊学級用教育用ソフトの見直し」が必要になりました。

　私は、病気になる前に「特殊学級用教育用ソフト」を自作していました。まだ、「Windosパソコン」は、 発売する以前のことです。当時は、普通のパソコンは大変価格が高い物でした。しかし、 「ＭＳＸパソコン」が安い価格で発売されてので、教室で子どもに触らすことが出来ました。それで、 教育用ソフトを作り、子どもたちに使ってもらいました。その後、転校により、特殊学級を退任することに なりました。そこで、特殊学級の子どもに適する」ＭＳＸパソコン」で教育用ソフトを作り始めました。
　勿論、当時の「ＭＳＸパソコン」は、ゲームが主流でした。私もゲーム用のRomを買ってきて子どもに 遊ばせていました。その後で、自作ソフトを使いました。
　自作した特殊学級用ソフトは、算数の基礎的な物や国語の物語に出てくる来る漢字の読み方と筆順を 覚えなせる物でした。相当数の自作ソフトができました。
　しかし、私は、病気になり、退職しました。私が作ったソフトは、半田市の特殊学級に利用して くれることになっていました。病気なって「失語症」という後遺症が残りました。始は、「ＭＳＸ パソコン」の付属ソフトの「Basic」の文法のことも殆どかお分からなくなりました。しかし、時間が かかりましたが、特殊学級用教育用ソフトの文法が少しずつか分かるようになりましたので、病気に なってからも、特殊学級用教育用ソフトの制作を始めました。

　しかし、大きな転機が来ました。それは、「ＭＳＸぱそこん」が製造中止になったのです。それで、折角 作ったソフトが無駄になりかねません。
　それで、「ＭＳＸパソコン」ソフトを「Windosパソコン」ソフトに移植する必要になりました。 しかし、移植ができる人は、ありませんでした。
　それて、私は、「Windosパソコン」を買い換えるときに「Visual Basic」を買いました。(「Windos パソコン」には、付属していません。また、このソフトを利用している人も殆どないと思います。) そして、「Visual Basic」を使いＭＳＸパソコン用で作った物と似た形のソフトを作ることに成功しました。

　今回また，新しい「Windos XP」パソコンに買い換えたのですが、自作した教育用ソフトには、 パソコンのクロック周波数に依存するような部分がありました。買い換えたパソコンのクロック 周波数が数倍になったので、そのままでは、利用することが出来なくなりました。
　それで、今までのソフトの見直しが必要になったのです。まず、物語ソフトの見直しをして、「ＸＰ」用 作り変えています。その場合、クロック周波数が「1ＧＨｚ以上」と「１ＧＨｚ以下」の物を作っています。 希望の方には、すでに、作り直しがすんだ物をメールで送りますから、申し込んでください。 転送時間が１０分以上かかるものがあります。使用しているパソコンのクロック周波数が分かって人は、 メールに書いておくと良いと思います。
















物語ソフトの見直し、ほぼ終わり







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
特殊学級用教育用ソフトの見直し！！
　物語ソフトの見直し、ほぼ終わり
２００３年７月５日　掲載

　前回は、特殊学級用のソフトの見直しが必要になったということを書きました。

　私が作ったソフトには、物語ソフトと算数ソフトがあります。算数ソフトは、 特殊学級専用ですが、物語ソフトは、一般の人たちに活用することも考えて作って います。
　物語ソフトは、主に、物語の漢字の読み方を習うソフトと漢字の 筆順を習うソフト です。同一の物語を「小学校二年生程度の漢字の物」「小学校四年生程度の漢字の物」 「小学校六年生程度の漢字の物」に分けています。
　「小学校六年生程度の漢字の物」には、一般用の漢字に「ルビ」をつけてあります。 だから、一般の人にも使ってもらいたいと思っています。また、「小学校二年生程度物」は、 分かち書きにしています。

　作成した物語ソフトは、次の物です。
　「いちご」「るんるん」(知り合いが作った物)　「神様の　おくり物」(小学生が 作った物)
「いなかのねずみと　町のねずみ」「うさぎと　かめ」「おむすび　ころりん」
「かえるの　おなか」「ジャックと　豆のつる」「フランダースの　犬」
「みつばち　マーヤ」「よくばりな　犬」「塩を　運ぶロバ」「大きな　かぶ」

　一応、物語ソフトのこ見直しが済んだと思ったが、もう一度見直しをすると、また、 「バグ」に気ついたので、再度、見直しをすることが必要になりました。
　それは、物語の得点に見合った簡単な「コメント」をつける部分に「バグ」があった のです。「先生をよんで!!」(最低の区分)というコメントが４０点以下にしようと思って いましたが、実際のプログラムには、「５０点以下」になっていたのです。
　その部分を直すことは、どうしてもしなければいけないことです。ついでに、「小学校 二年生程度の漢字の物」「小学校四年生程度の漢字の物」「小学校六年生程度の漢字の物」 の間が一緒になっていた物を、低学年の物は、間を少し長くすることにしました。 物語の「間」の調整に関わり、「筆順ソフト」の「間」も、低学年用は、すこし長くする ことにしました。これらのことは、一応、二学期には、間に合わせ ようと思っています。

　私のパソコンのクロック周波数は、1.7ＧＨｚであるが、最近のパソコンのクロック 周波数は、2ＧＨｚを超える物が大部分であるようである。この前に書いたように、 私の作った教育用ソフトには、パソコンのクロック周波数に依存する部分がある。そのため、 「取り扱い説明書」にも書いてありますが、使うパソコンに合わせた物を作ることが 必要になります。
　今の見直しをするとき、「1ＧＨｚ以上」の物と「1ＧＨｚ以下」の物を作っていますが、 あなたのパソコンに合った物を作りますので、申し出てください。
















物語ソフトの見直し終了







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
特殊学級用教育用ソフトの見直し！！
　物語ソフトの見直し終了
２００３年８月５日　掲載

　「物語ソフト」の見直しが終了しました。

　なかなか時間がかかりましたが、教育用ソフトの「物語ソフト」の見直しが終わりました。
　前回記載した「物語ソフト」の見直しがすんだわけです。一応、ＣＤに付損した物が２部あります。 この２部は、譲渡先が決まっています。
　しかし、「ＣＤ」への保存が、パソコンを「ＸＰ」に代えたことで、簡単になりました。だから、 希望する人には、「ＣＤ」に保存した「物語ソフト」を送りますので、メールに「住所・氏名(学校名)」を 書いて申し込んでください。「ＣＤ」の価格も大変安くなってきましたので、無料で送りますので、 遠慮なく申しこんでください。
　なお、「ＣＤ」を申し込んでも、実際に届くのには、時間がかかることもございます。
　「ＣＤ」には、物語の「ソース」も保存してあります。「Visal　Basic」を持っている人は、 「ソース」を見て、改定してもかまわないと思います。
　なお、パソコンによっては、私の作ったソフトが実行しないことがあります。私のソフトは、 「Visal　Basic」で作ったいます。その関係で、「実行用」のソフトでも、「ＯＳ」によって、必要な 部分がないことがあります。「Windows」でも数年前のものでは、働かないこともあります。 「ワード98」の以降のバージョンが働くようなら、実行します。

　「物語ソフト」の見直しが済んだので、それ以外のソフトの見直しをしたいと思っています。 私が作った「ひらがな」「カタカタ」「算数の計算ソフト(複数)」があります。そのソフトの見直しには、 時間がかかると思いますが、見直しがすんだら、また、「ＨＰ」でお知らせします。
















年賀状支援！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
年賀状支援！！ 
２００３年１１月1日　掲載

　今年も年賀状を作る季節がやってきました。年賀状作成用の「CD」を買ってきて準備を支度を しています。折角買ってきた「CD」のほんの一部しか使いませんのでも、今年も「年賀状支援」を 始めます。
　私は、「バック」「絵」「祝詞」などを別々に分けて、そのパーツを組み合わる方法で、 年賀状を作ります。それで、周りの人々にもその人に合った年賀状を作ってあげることを やっています。年賀状に添える「文」や「住所」などは、その人の希望に添うようにしています。

　年賀状支援の要綱
１　原則として(以下、同じ)、年賀状用の葉書は、各自用意していただく。　
２　受付や出来上がった物の受け取りは、私の家で行う。
３　「バック」「絵」「祝詞」などを選んで、私が用意した「デザイン用紙」に書いて、
　　提出する。　
　　デザインで、迷う場合は、複数のデザインを書いてもよい。
　　　その場合、試作は複数の物を作る。
　　自分の用意した文字・絵・写真を使うことも可能。
　　毎年、写真や水墨画を使う方が数名いました。
４　「デザイン用紙」を見て、試作をする。その試作を見て修正をする。
　　修正は、誤字、文字や絵の位置・大きさに留意する。
　　修正した場合は、試作を繰り返して行う。 ５　試作が合格したら、印刷します。
　　印刷枚数が合計３０枚以上の方には、自作の「年賀状入れ」の箱に入れてお渡しします。

６　印刷代は、一枚２５円頂きます。
７　自分を用意した写真・水墨画などを使われた方は、
　　版代(スキャナー代)として５００円～１０００円頂きます。

　別件として、「喪中葉書」の支援します。毎年、一～二件あります。市販の「喪中葉書」を印刷すると、 年賀状の印刷代より高くなるようですが、各自普通葉書を用意して、印刷すれば一枚１５円で引き受けます。
















ありがとう！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
ありがとう！！
２００３年１２月1日　掲載

　今年も約２５名の方が「年賀状支援」を利用して頂きました。ありがとうございました。
　喪中葉書も３名の方が利用して頂きました。葉書は持ち込みで印刷代として１枚１５円頂きました。 市販の喪中葉書は、大変高くなっていますので喜んでもらっています。

　年賀状は、印刷代として１枚２５円頂きました。家内がある業者の方に聞いたところによると、 １枚２５円だと赤字になってしまうということです。
　私は、リハビリの一環として取り組みますので、版を組む代金は、特別な場合以外は無料にしています。 それでも、印刷枚数が少ないと赤字になると思います。

　今年は、昨年より異なることがあります。それは、子供用の年賀状は、女の子よ用と男の子用と分けて 作る人や、「バック」のみを二つに分ける人があったということです。
　昨年も、一部、「名前なし」の年賀状を作ってもらいたいという人がありました。このことは、 市販の業者には出来ない事です。無理に頼めば、版が二ついるということで、二種類の賀状として代金を 支払いをしなくてはならない事になってしまいます。
　私は、まず、「絵と文」だけの版をつくり、それに「バック」を組み合わて賀状を作っています。 それで、「名前なし」を作るのは、「絵と文」だけの版を「名前」だけカットするだけで希望に合わせて います。それで、極めて少しの時間で「名前なし」の物を作ることが出来ます。同様に、「バック」のみ 変更することも簡単にできます。

　また、祝辞・文・バックをそのままで、絵を変えることも簡単に出来ます。「バック」と 「絵・祝辞・文・住所・氏名」を別々に作り、あとから、合成することで、簡単に賀状を作ることを、 あなたもやって見えることと思います。
　もし、一つの版を作ることをして見える人は、「バック」とその他を別々に作り、それを合成する 方法で賀状を作って見ることをお勧めします。

　私が、賀状を作る方法の概略を書きますので参考にしてください。
　まず、付属ソフト「ペイント」で、希望のバックを取り込み、そして、一旦「クリアー」します。 クリアーした画面に、「絵・祝辞・文・住所・氏名など」を書きます。そして、一旦、保存します。 (私は、「文」とフォルダーに保存しています。)
　そして、「絵・祝辞・文・住所・氏名など」をクリアーして、最初に決めた「バック」を「編集」→ 「ファイルから貼り付け」」で取り込みます。そして、先に作った「絵・祝辞・・・など」を、やはり、 「編集」→「ファイルから貼り付け」」で取り込みます。 そして、完成した物を保存します。(私は、「完成」とフォルダーに保存しています。)
　「ペイント」をやめにして、葉書版の「ワード」を起動して、「挿入」で 完成した目的の賀状を取り込みます。位置・大きさ微調整をします。そして、名前をつけて保存します。

　実際の作業には、ノーハウがあります。一番大事なことは、「バック」を大きさを揃えておくことです。 私は、１０センチ×１４.８センチの大きさ相当にそろえています。実際には、葉書の大きさの1.5倍 くらいにそろえています。その方が印刷したとききれいに仕上がります。

　もう一度、「年賀状支援」をご利用された方にお礼の言葉を書いて終わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがとう・・・・・・・・・・・
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